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28条-1 

 

1. 要求事項の整理 

「常陽」の炉心は、増殖炉心（以下「ＭＫ－Ⅰ炉心」という。）から照射用炉心（以下「ＭＫ－Ⅱ

炉心」という。）へ変更された後、更に変更を加え、熱出力を 140MW とした照射用炉心（以下「ＭＫ

－Ⅲ炉心」という。）に変更された。本申請では、更に変更を加え、熱出力を 100MW とした照射用炉

心（以下「ＭＫ－Ⅳ炉心」という。）を対象とする【「炉心の変更」に関する基本方針：別紙 1参照】。

試験炉設置許可基準規則第 28条における要求事項等を第 1.1表に示す。 
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28条-2 

 

 

第 1.1表 試験炉設置許可基準規則第 28条における要求事項 

及び本申請における変更の有無 

 

要求事項 変更 

の有無 

１ 試験研究用等原子炉施設は、重要安全施設がその機能を維持するために必要とな

る電力を当該重要安全施設に供給するため、電力系統に連系したものでなければな

らない。 

【解釈】 

・ 第 1項に規定する「重要安全施設」については、「水冷却型試験研究用原子

炉施設に関する安全設計審査指針（平成 3 年 7 月 18 日原子力安全委員会決

定）」の「添付 水冷却型試験研究用原子炉施設の重要度分類に関する基本的な

考え方」の「4.(3)電気系統に対する設計上の考慮」に示されるものとする。水

冷却型研究炉以外の炉型についても、これを参考とすること。 

有 

２ 試験研究用等原子炉施設には、非常用電源設備を設けなければならない。 

【解釈】 

・ 第 2 項に規定する「非常用電源設備」とは、非常用電源設備（非常用発電

機、バッテリ等）及び工学的安全施設を含む重要安全施設への電力供給設備（非

常用母線スイッチギヤ、ケーブル等）をいう。 

有 

３ 非常用電源設備及びその附属設備は、多重性又は多様性を確保し、及び独立性を

確保し、その系統を構成する機械又は器具の単一故障が発生した場合であっても、運

転時の異常な過渡変化時又は設計基準事故時において工学的安全施設及び設計基準

事故に対処するための設備がその機能を確保するために十分な容量を有するもので

なければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限りでない。 

一 外部電源を喪失した場合その他の非常の場合において工学的安全施設及び設計

基準事故に対処するための設備へ電気を供給するための発電設備が常時作動して

いる場合 

二 工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備が、無停電電源装置に

常時電気的に接続されている場合 

三 外部電源を喪失した場合であって、次に掲げる全ての要件を満たす場合 

イ 換気設備（非常用のものに限る。）を作動させる必要がないこと。 

ロ 試験研究用等原子炉を未臨界に移行することができ、かつ、低温状態におい

て未臨界を維持することができること。 

ハ 燃料体の崩壊熱を適切に除去することができること。 

有 
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28条-3 

 

2. 要求事項への適合性 

2.1 基本方針 

原子炉施設は、大洗研究所（南地区）南受電所から 66 kV 配電線 1回線で商用電源（外部電

源）を受電する。また、原子炉施設は、重要安全施設がその機能を維持するために必要となる電

力を当該重要安全施設に供給するため、電力系統に連系するように設計するものとし、外部電源

が喪失した場合において、計測制御系統、安全保護回路、原子炉停止系統、原子炉冷却系統等の

機能とあいまって、燃料の許容設計限界を超えないよう、炉心からの核分裂生成物の崩壊熱を除

去できるとともに、停止後、一定時間、炉心の強制冷却を必要とする場合にあっては、崩壊熱を

除去する設備に電源を供給する等、重要安全施設がその機能を維持するために必要となる電力

を当該重要安全施設に供給するための非常用電源設備として、ディーゼル発電機及び蓄電池、並

びに電力供給設備（非常用母線切替回路及びケーブル等）を設ける。安全施設へ電力を供給する

ために使用する保安電源設備は、機器の損壊、故障その他の異常を検知するとともに、その拡大

を防止できるものとする【電気系統における異常の検知等：別紙 2参照】。 

非常用電源設備及びその附属設備は、多重性又は多様性並びに独立性を確保し、その系統を構

成する機械又は器具の単一故障が発生した場合であっても、運転時の異常な過渡変化時又は設

計基準事故時において工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備がその機能を確

保するために十分な容量を有するものとする。 
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28条-4 

 

2.2 重要安全施設の選定 

「研究炉の重要度分類の考え方」を参考に、その機能、構造及び動作原理を考慮し、以下の施

設を電気系統に対する設計上の考慮を必要とする重要安全施設とする（第 2.2.1表参照）【重要

安全施設の選定の考え方：別紙 3参照】。 

（１）ＭＳ－１のうち、外部電源が利用できない場合に動的機能を必要とする構築物、系

統及び機器（ただし、外部電源が利用できない場合にフェイルセーフの構造及び動作原

理を有するものを除く。） 

（２）ＭＳ－２のうち、異常状態発生時に、周辺の公衆に過度の放射線被ばくを与えるこ

とを防止するために、異常状態の緩和及び放射性物質の閉じ込め機能を果たすべき構

築物、系統及び機器 

原子炉施設は、重要安全施設がその機能を維持するために必要となる電力を当該重要安全施

設に供給するため、電力系統に連系するように設計する【非常用電源設備から重要安全施設への

電源供給：別紙 4参照】。 

 

 

第 2.2.1表 電気系統に対する設計上の考慮を必要とする重要安全施設 

 

分類 機能 構築物、系統又は機器 特記すべき関連系 

ＭＳ－１ 

 

原子炉の緊急停止 

及び未臨界維持機能 

① 制御棒 

② 制御棒駆動系 

 １）駆動機構 

 ２）上部案内管 

③ 後備炉停止制御棒 

④ 後備炉停止制御棒駆動系 

 １）駆動機構 

 ２）上部案内管 

 

１次冷却材漏えい量 

の低減機能 

① １次補助冷却系 

 １）サイフォンブレーク弁 

② １次予熱窒素ガス系 

 １）仕切弁 

① 関連するプロセス計装

（ナトリウム漏えい検出器） 

原子炉停止後 

の除熱機能 

① １次主冷却系 

 １）１次主循環ポンプポニーモータ 

 

放射性物質 

の閉じ込め機能 

① 格納容器バウンダリに属する弁  

工学的安全施設 

及び原子炉停止系への 

作動信号の発生機能 

① 原子炉保護系（スクラム） 

② 原子炉保護系（アイソレーション） 

① 関連する核計装 

② 関連するプロセス計装 

ＭＳ－２ 

 

放射線の遮蔽 

及び放出低減機能 

 

① アニュラス部排気系 

 １）アニュラス部排気系（アニュラス部常用排気フィル

タを除く。） 

② 非常用ガス処理装置 

 

事故時のプラント状態

の把握機能 

① 事故時監視計器の一部  
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28条-5 

 

2.3 非常用電源設備 

原子炉施設には、外部電源が喪失した場合において、重要安全施設がその機能を維持するため

に必要となる電力を当該重要安全施設に供給し、また、計測制御系統、安全保護回路、原子炉停

止系統、原子炉冷却系統等の機能とあいまって、燃料の許容設計限界を超えないよう、炉心から

の核分裂生成物の崩壊熱を除去できるとともに、停止後、一定時間、炉心の強制冷却を必要とす

る場合にあっては、崩壊熱を除去する設備に電源を供給するための非常用電源設備として、ディ

ーゼル発電機及び蓄電池、並びに電力供給設備（非常用母線切替回路及びケーブル等）を設ける。

非常用電源設備及びその附属設備は、多重性又は多様性並びに独立性を確保し、その系統を構成

する機械又は器具の単一故障が発生した場合であっても、運転時の異常な過渡変化時又は設計基

準事故時において工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備がその機能を確保する

ために十分な容量を有するものとする。蓄電池については、全交流動力電源喪失（外部電源喪失

及び非常用ディーゼル電源系喪失）時に原子炉を安全に停止し、又はパラメータを監視する設備

の動作に必要な容量を有するものとする。 

（１）ディーゼル発電機 

原子炉施設には、2 系統の非常用ディーゼル電源系を設ける【ディーゼル発電機の定格

容量の設定根拠：別紙 5 参照】。各系統は、ディーゼル発電機、3.3kV 母線、400V 母線、

200V 母線及び 100V 母線から構成し、常時は独立に使用されるものとする。非常用ディー

ゼル電源系は、通常時にあっては、常用電源を経由し、外部電源より給電されるものとす

るが、外部電源喪失時には、ディーゼル発電機より電源が供給される。ディーゼル発電機

については、定格容量を約 2,500kVA とし、外部電源の喪失に対処するための設備がその

機能を確保するために必要な負荷（以下「非常用負荷」という。）に対して、100％の容量

を有するものを、2 系統の非常用ディーゼル電源系に各 1 基（合計：2 基）設置するもの

とする。 

ディーゼル発電機は、低電圧継電器により外部電源の喪失を検出し、限時継電器で数秒

間の停電を確認した後、2 基同時に自動起動する。ディーゼル発電機の起動方式は、圧縮

空気始動方式であり、外部電源喪失後 30秒で最初の負荷投入が可能となる。2基のディー

ゼル発電機は、あらかじめ定めた順序に従い、非常用負荷に給電するものとする。なお、

非常用負荷は、2 基のディーゼル発電機のうち 1基が停止した場合にあっても、他の 1基

により原子炉の安全を維持できるように負荷を構成する。主な負荷を以下に示す。 

 

１次補助冷却系及び２次補助冷却系 

１次純化系及びオーバフロー系 

１次冷却系予熱設備（一部）、２次冷却系予熱設備 

格納容器雰囲気調整系、アニュラス部排気設備、非常用換気設備 

コンクリート遮へい体冷却系 

気体廃棄物処理設備 

放射線監視設備（一部）、空調換気設備（一部）、補機冷却設備 

圧縮空気供給設備 

非常用照明設備 
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28条-6 

 

 

（２）蓄電池 

原子炉施設には、2系統の交流無停電電源系及び 2系統の直流無停電電源系を設ける【蓄

電池容量の設定根拠：別紙 6参照】。交流無停電電源系の各系統は、整流装置、蓄電池、イ

ンバータ及び母線から構成し、常時は独立に使用されるものとする。交流無停電電源系は、

通常時にあっては、常用電源を経由し、非常用ディーゼル電源系の 400V母線等を介して、

外部電源より給電されるものとするが、全交流電源喪失時（外部電源喪失後、ディーゼル

発電機が起動し、定格電圧が確立するまでの時間を含む。）には、蓄電池より、インバータ

を介して、電源が供給される。交流無停電電源系の蓄電池については、容量を 800Ahとし、

非常用負荷のうち、交流無停電電源系に接続される負荷に対して 100％の容量を有し、か

つ、2 時間の放電ができるものを 2 系統の交流無停電電源系に各 1 組（合計：2 組）設置

するものとする。なお、非常用負荷は、2 系統の交流無停電電源系のうち 1 系統が停止し

た場合にあっても、他の 1 系統により原子炉の安全を維持できるように負荷を構成する。

直流無停電電源系の各系統は、整流装置、蓄電池、負荷電圧補償装置及び母線から構成し、

常時は独立に使用されるものとする。直流無停電電源系は、通常時にあっては、常用電源

を経由し、非常用ディーゼル電源系の 400V 母線等を介して、外部電源より給電されるも

のとするが、全交流電源喪失時（外部電源喪失後、ディーゼル発電機が起動し、定格電圧

が確立するまでの時間を含む。）には、蓄電池より電源が供給される。直流無停電電源系の

蓄電池については、容量を 1,800Ahとし、非常用負荷のうち、直流無停電電源系に接続さ

れる負荷に対して 100％の容量を有し、かつ、2 時間の放電ができるものを 2 系統の直流

無停電電源系に各 1組（合計：2組）設置するものとする。なお、非常用負荷は、2系統の

直流無停電電源系のうち 1系統が停止した場合にあっても、他の 1系統により原子炉の安

全を維持できるように負荷を構成する。交流無停電電源系及び直流無停電電源系の主な負

荷を以下に示す。 

 

交流無停電電源系 

原子炉保護系（関連する核計装、プロセス計装及び放射線管理設備を含む。） 

格納容器（隔離弁（制御用電源）） 

中央制御室制御盤等（一部現場盤を含む。） 

直流無停電電源系 

１次主冷却系（１次主循環ポンプポニーモータ） 

１次補助冷却系（サイフォンブレーク弁） 

格納容器（隔離弁（駆動用電源）） 

中央制御室制御盤等（一部現場盤を含む。） 

非常灯 
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28条-7 

 

2.4 常用電源 

原子炉施設は、大洗研究所（南地区）南受電所から 66kV 配電線 1 回線で商用電源（外部電源）

を受電する。 

原子炉施設における電源系統図を第 2.4.1 図に示す。原子炉施設の電源系統は、一般電源系、

非常用ディーゼル電源系、交流無停電電源系及び直流無停電電源系から構成する。原子炉施設の

受電エリアにおいて、主変圧器により、3.3kV に降圧し、2 系統の一般電源系に電源を供給する。

各系統は、3.3kV母線、400V母線及び 200V母線から構成し、常時は独立に使用されるものとする。 
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28条-8 

 

 

 

 

第 2.4.1図 電源設備 

  

3B-P/C

ディーゼル
　発電機

1HC-P/C 1HD-P/C

2HC-P/C 2HD-P/C

3C-P/C 3D-P/C

2C-P/C 2D-P/C

3S-Ｐ/C

4C 4D

4S

5C蓄電池 5D蓄電池

7C蓄電池 7D蓄電池

7C負荷電圧
　　　　　補償装置 7D負荷電圧

　　　　　補償装置

6Cインバータ 6Dインバータ

5C整流装置 5D整流装置

7C整流装置 7D整流装置

ディーゼル
　発電機

大洗研究所（南地区） 

 南受電所 
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28条-9 

 

2.5 要求事項（試験炉設置許可基準規則第 28条）への適合性説明 

 

第二十八条 試験研究用等原子炉施設は、重要安全施設がその機能を維持するために必要となる

電力を当該重要安全施設に供給するため、電力系統に連系したものでなければならない。 

２ 試験研究用等原子炉施設には、非常用電源設備を設けなければならない。 

３ 非常用電源設備及びその附属設備は、多重性又は多様性を確保し、及び独立性を確保し、そ

の系統を構成する機械又は器具の単一故障が発生した場合であっても、運転時の異常な過渡変

化時又は設計基準事故時において工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備が

その機能を確保するために十分な容量を有するものでなければならない。ただし、次の各号の

いずれかに該当する場合は、この限りでない。 

一 外部電源を喪失した場合その他の非常の場合において工学的安全施設及び設計基準事故に

対処するための設備へ電気を供給するための発電設備が常時作動している場合 

二 工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備が、無停電電源装置に常時電気的

に接続されている場合 

三 外部電源を喪失した場合であって、次に掲げる全ての要件を満たす場合 

イ 換気設備（非常用のものに限る。）を作動させる必要がないこと。 

ロ 試験研究用等原子炉を未臨界に移行することができ、かつ、低温状態において未臨界を維

持することができること。 

ハ 燃料体の崩壊熱を適切に除去することができること。 

 

適合のための設計方針 

 

１ について 

 原子炉施設は、大洗研究所（南地区）南受電所から 66kV配電線 1回線で商用電源（外部電源）を

受電する。原子炉施設は、重要安全施設がその機能を維持するために必要となる電力を当該重要安全

施設に供給するため、電力系統に連系するように設計する。ここでの「重要安全施設」は、「研究炉

の重要度分類の考え方」を参考に、その機能、構造及び動作原理を考慮し、以下に属する施設より選

定するものとする。 

（１）ＭＳ－１のうち、外部電源が利用できない場合に動的機能を必要とする構築物、系統及び

機器（ただし、外部電源が利用できない場合にフェイルセーフの構造及び動作原理を有する

ものを除く。） 

（２）ＭＳ－２のうち、異常状態発生時に、周辺の公衆に過度の放射線被ばくを与えることを防

止するために、異常状態の緩和及び放射性物質の閉じ込め機能を果たすべき構築物、系統及

び機器 

 

２ について 

原子炉施設には、外部電源が喪失した場合において、計測制御系統、安全保護回路、原子炉停止系

統、原子炉冷却系統等の機能とあいまって、燃料の許容設計限界を超えないよう、炉心からの核分裂

生成物の崩壊熱を除去できるとともに、停止後、一定時間、炉心の強制冷却を必要とする場合にあっ

[10]



 

28条-10 

 

ては、崩壊熱を除去する設備に電源を供給する等、重要安全施設がその機能を維持するために必要と

なる電力を当該重要安全施設に供給するための非常用電源設備として、ディーゼル発電機及び蓄電

池、並びに電力供給設備（非常用母線切替回路及びケーブル等）を設ける。 

 

３ について 

 非常用電源設備及びその附属設備（ディーゼル発電機及び蓄電池並びに電力供給設備（非常用母線

切替回路及びケーブル等））は、多重性又は多様性並びに独立性を確保し、その系統を構成する機械

又は器具の単一故障が発生した場合であっても、運転時の異常な過渡変化時又は設計基準事故時に

おいて工学的安全施設及び設計基準事故に対処するための設備がその機能を確保するために十分な

容量を有するものとする。 

 ディーゼル発電機については、定格容量を約 2,500kVA とし、外部電源の喪失に対処するための設

備がその機能を確保するために必要な負荷（以下「非常用負荷」という。）に対して 100％の容量を

有するものを 2系統の非常用ディーゼル電源系に各 1基（合計：2基）設置する。なお、非常用負荷

は、2基のディーゼル発電機のうち 1基が停止した場合にあっても、他の 1基により原子炉の安全を

維持できるように負荷を構成する。 

 交流無停電電源系の蓄電池については、容量を 800Ahとし、非常用負荷のうち、交流無停電電源系

に接続される負荷に対して 100％の容量を有し、かつ、2 時間の放電ができるものを 2系統の交流無

停電電源系に各 1組（合計：2組）設置する。また、直流無停電電源系の蓄電池については、容量を

1,800Ahとし、非常用負荷のうち、直流無停電電源系に接続される負荷に対して 100％の容量を有し、

かつ、2時間の放電ができるものを 2 系統の直流無停電電源系に各 1組（合計：2組）設置する。交

流無停電電源系及び直流無停電電源系は、一方の装置の故障又は修理時にあっても、母線連絡用遮断

器を投入することで、もう一方の系統より支障なく給電できるものとする。 
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「炉心の変更」に関する基本方針 
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1. 概要 

「常陽」の炉心は、増殖炉心（以下「ＭＫ－Ⅰ炉心」という。）から照射用炉心（以下「ＭＫ－Ⅱ

炉心」という。）へ変更された後、更に変更を加え、熱出力を 140MWとした照射用炉心（以下「ＭＫ

－Ⅲ炉心」という。）に変更された。本申請では、更に変更を加え、熱出力を 100MWとした照射用炉

心（以下「ＭＫ－Ⅳ炉心」という。）を対象とする。「炉心の変更」に関する基本方針を以下に示す。 

 

2. 「炉心の変更」に関する基本方針 

「炉心の変更」は、改正された核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律の施行に伴

い、「常陽」を「試験研究の用に供する原子炉等の位置、構造及び設備の基準に関する規則」等に適

合させるための変更を行うにあたり、原子炉停止系統の信頼性を強化し、安全性を向上させること、

一方で、高速炉燃料材料の開発等のための照射試験に必要な性能を維持することを目的とする（別図

1.1参照）。 

原子炉停止系統は、独立した主炉停止系と後備炉停止系を設けることで信頼性を向上する。それぞ

れの原子炉停止系統に要求される停止能力の確保には、最大過剰反応度の削減が必要であり、ここで

は、熱出力の低減及び燃料集合体最大装荷個数の削減により、出力補償や燃焼補償に係る過剰反応度

を削減して対応することとした。一方で、照射試験性能として考慮すべき主なパラメータである線出

力と中性子照射量は、熱出力低減により基本的に低下する。必要な線出力又は中性子照射量を確保で

きる範囲に維持することも「常陽」の運転目的として肝要である。 

熱出力を 100MWとしたＭＫ－Ⅳ炉心は、これらの要件を満足するものであり、当該炉心に相応する

最大過剰反応度を核的制限値とする。なお、原子炉冷却系統施設の除熱能力は変更しないものとし、

安全裕度を拡大することとしている。 

「炉心の変更」に伴って生じる主な変更点等を別図 1.2に示す。本申請にあっては、ＭＫ－Ⅳ炉心

（熱出力 100MW）での核設計や熱設計を実施するとともに、当該設計結果を炉心燃料集合体の機械設

計や被ばく評価、安全評価等に反映する。 
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別図 1.1 「炉心の変更」に関する基本方針 

 

 

 

 

別図 1.2 「炉心の変更」に伴って生じる主な変更点等 
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電気系統における異常の検知等 
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常用電源及び非常用電源においては、機器の損壊、故障その他の異常を検知するとともに、その

拡大を防止するため、保護継電器により電気系統の機器の短絡若しくは地絡又は母線の低電圧若しく

は過電流等を検知し、遮断器等により故障個所を遮断・隔離し、他の安全機能への影響の波及を限定

している。 

また、外部電源に直接接続している変圧器の一次側において 3相のうちの 1相の電路の開放が生じ

た場合にあっては、以下に示すように、不足電圧継電器の作動による警報の発報に期待できる。当該

警報により、安全施設への電力の供給が不安定になったことを検知し、故障箇所の隔離又は非常用母

線の接続変更その他の異常の拡大を防止する対策（手動操作による対策を含む。）を行うことによっ

て、安全施設への電力の供給が停止することがないように、電力供給の安定性を回復する。また、仮

に不足電圧継電器が作動しなかった場合にあっても、付随する複数の機器の過負荷トリップを確認し、

運転員は同様の措置を講じる。 

・ 「常陽」電源系統の概略図を第 1 図に示す。「常陽」受電エリアの変圧器の一次側の接続部

位（大洗研究所（南地区）南受電所との接続ケーブルを含む。）は、接地された箇体内導体が

収納・接続された構造を有するため、変圧器の一次側に破損が想定される架線の碍子は存在

しない。また、仮に、導体の断線による 1 相開放故障が発生した場合には、接地された箇体

を通じ完全接地状態となるため、異常を検知できる。変圧器には、変圧器の二次側に電圧低

下を検知する不足電圧継電器が設置されており、変圧器の一次側の 1 相開放故障が発生し、

電圧が定格電圧の約 70％以下まで低下した場合には不足電圧継電器が作動し、警報が発報す

る。「常陽」受電エリアの変圧器（一次側：Y 結線／二次側：Δ結線）は、一次側において、

中性点が非接地であり、変圧器の二次側に設置されている不足電圧継電器の作動設定点を超

える電圧の低下が見込まれる。 

・ 当該警報の発生や付随する複数の機器の過負荷トリップを確認した場合には、運転員は中央

制御室にて、変圧器の一次側の電流を確認し、その結果、外部電源の異常と判断した場合に

は、ディーゼル発電機を起動することで、必要な電力を確保する。 
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各施設へ

66KV

Ｇ

：変圧器

：遮断器

【凡例】

：非常用発電機

外部電源（66KV送電系統）

一般系1A-M/C

一般系負荷

3.3KV

Ｇ

非常系1C-M/C

3.3KV

非常用負荷

大洗研究所
（南地区）
南受電所

一般系1B-M/C

一般系負荷

3.3KV

Ｇ

非常系1D-M/C

3.3KV

非常用負荷

3.3KV

「常陽」
受電エリア

 

 

第 1図 「常陽」電源系統の概略図 
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重要安全施設の選定の考え方 
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「常陽」において、電気系統に対する設計上の考慮を必要とする重要安全施設は、「研究炉の重要

度分類の考え方」を参考に、その機能、構造及び動作原理を考慮して、基本的に、信頼性に対する設

計上の考慮を必要とする重要安全施設と同じとした。なお、要求事項に鑑み、電気系統に対する設計

上の考慮を必要とする重要安全施設は、安全上特に重要な関連機能又は安全上重要な関連機能である

非常用ディーゼル電源系、交流無停電電源系及び直流無停電電源系を含まない。 
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非常用電源設備から重要安全施設への電源供給 
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分類 機能 重要安全施設 電源供給元 

ＭＳ－１ 

 

原子炉の緊急停止 

及び未臨界維持機能 

① 制御棒 

② 制御棒駆動系 

 １）駆動機構 

 ２）上部案内管 

③ 後備炉停止制御棒 

④ 後備炉停止制御棒駆動系 

 １）駆動機構 

 ２）上部案内管 

非常用ディーゼル電源系 

１次冷却材漏えい量 

の低減機能 

① １次補助冷却系 

 １）サイフォンブレーク弁 

非常用ディーゼル電源系 

又は直流無停電電源系 

② １次予熱窒素ガス系 

 １）仕切弁 

非常用ディーゼル電源系 

（関連系：交流無停電電源系） 

原子炉停止後 

の除熱機能 

① １次主冷却系 

 １）１次主循環ポンプポニー

モータ 

直流無停電電源系 

放射性物質 

の閉じ込め機能 

① 格納容器バウンダリに属

する弁 

交流無停電電源系 

又は直流無停電電源系 

工学的安全施設 

及び原子炉停止系への 

作動信号の発生機能 

① 原子炉保護系（スクラム） 

② 原子炉保護系（アイソレー

ション） 

交流無停電電源系 

ＭＳ－２ 放射線の遮蔽 

及び放出低減機能 

① アニュラス部排気系 

 １）アニュラス部排気系（ア

ニュラス部常用排気フィル

タを除く。） 

② 非常用ガス処理装置 

非常用ディーゼル電源系 

事故時のプラント状態

の把握機能 
① 事故時監視計器の一部 交流無停電電源系 
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ディーゼル発電機の定格容量の設定根拠 
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ディーゼル発電機については、定格容量を約 2,500kVAとし、非常用負荷に対して 100％の容量を

有するものを 2系統の非常用ディーゼル電源系に各 1基（合計：2基）設置する。 

当該定格容量の設定根拠を別添 1（昭和 48年 2月 15日付け 47動燃（高速）131：設計及び工事の

方法の認可申請書（認可：昭和 48 年 3 月 7 日付け 48 原第 1839号）の添付資料「電源設備容量計算

書」より抜粋）に示す。別添 1 に示すとおり定格容量約 2,500kVA は、必要容量 2,368kVA を上回る。

なお、実測値に基づくディーゼル発電機による給電可能時間は約 108～約 161時間である（別添 2参

照）。 
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c 

u 

えよ

1 まえがき

本計算書は高速実験炉の非常用デイーゼル発電設備の容量計算V亡関するものである。

2 非常系電源、系統

高速実験炉の非常用電源系統は下図の通りである。

ハ
汽
)
l
B

ム日L
'i 

3 C P/口

必 2デイーゼノレ
発電設備

2D 

3D P/C 主

lHC P/C lHD P/C 

i _ .. I 

2HC P/C 担ど1

〈注) p/C .パワーセ Yタの略号

28条-別紙5-別添1-3
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3. ディーゼノレ負荷bよび負荷運転状況

tJ デイーゼル発電機の非常系母線陀接続き 31て拘る負荷の運転状況は次の通 bである。

(1) 第 1表 ロメタクラ負荷運転状況

負 荷 運 転 容 量 (KVA) 

し荷マ名称時ギ¥ト 冷却材
原子炉 出 カ 原子炉 燃 料 炉 内

充填時 起動時 運転中 待期中 交換中 検査中

負 連続|間欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 間欠

格納容器フレオ
270 270 270 270 27日 270 

y冷凍機 1 0 

20パワーセyタ 1238 1238 1238 1238 1238 1237 

) 2 Sパワーセyタ 113 57 113 57 113 57 113 57 113 57 113 57 

30パワーセyタ 104 11 104 11 104 11 104 11 1 04 11 104 11 

3SパワーセY タ 114 21 114 21 114 21 114 21 114 21 114 21 

1HOパワーセyタ

144 144 144 144 144 144 

1HDパワーセYタ

2HOパワー-tyタ

456 456 456 456 456 456 

2HDパワ-eYタ

計 24391 89 2439 89 2439 89 2439 I 89 _E39 89 2438 891 
L 」一一

U 
注(1) 2 0パワーセンタ負荷運転容量は第 5表による。

2 S 11 11 は第 4表『亡よる。

3 0 智 " は弟 6表による。

3 S 11 11 今は第 7表による。

1 HO 智 11 は第?表Kよるの

1HD 11 11 は第 10表による。

2H口 11 11 は第 11表による。

2HD 11 11 は第 12表による。

υ 
-2-

28条-別紙5-別添1-4
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(2) 第 2表 1 Dメタクラ負荷運転状況

υ 
負 荷 運 転 釘4ま勺 量 (KVA) 

百十 原子炉 出 力 原子炉 燃 料 炉 内

充填持 起動時 運転中 待期中 交換中 検査中

連続|鑓欠 連続 閥欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 閣欠

格納容器7νォ
270 270 ?70 270 270 270 

y冷凍機 1 D 

2DパワーセY 1' 1238 1238 1238 1238 1238 1237 

2Sパワーセy タ 113 57 113 57 113 57 11 3 57 113 57 113 57 

3DパワーセYタ 104 11 1円4 11 104 11 1司4 11 104 1 1 104 11 

仁J
3 SパワーセYタ 114 21 114 21 114 21 114 21 11 7 21 114 21 

1HCパワーセyタ

144 144 144 144 144 144 

1HDパワ----eYタ

2H口パワーセyタ

456 4561 456 456 456 456 

2HDパワーセY?

計 2439 89 2439 89 2439 89 2439 89 2438 89 

注(2) 2 Dパワーセ Yタ負荷運転容量は第 5表による。

2 S 11 11 は第 4表による。

Q 
3 D 11 11 は弟8義氏よる。

3 S 11 11 は第 7表1(よる。

1HC 11 11 は第?表による。

1HD H 11 は第 10表 V亡よる。

2H口 11 11 は第 11表による。

2HD 11 11 は第 12表 Kよる。

注(3) 1 C _;Iタ 0ラ負荷運転容量はJ仮2デイーゼJレ発電機故障時の値であ 9， 1 Dメタク

ラ負荷運転容量はJ伝 1デイーゼJレ発電機故障時の{直である。

υ 
-3-
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υ (3) 第 5表 2 0パワーセ y タ負荷運転状況

J 

負荷転モー 負 荷 運 転 令.匂ヨ~ 量 (kVA) 

主事 ド
冷却材 原子炉 出 力 原子炉 燃料 炉内事正 頻

度 充填時 超勤時 運転中 待期中 交換中 検査中

負荷名称
連続 間欠 連続 調欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 間欠

主冷却機建家口/口 2口 107 107 1 07 1日7 107 107 

原子炉付属建家口:/020-1 279 279 279 279 279 279 

同 上 2口-2 88 円B 88 88 88 

しキ""-v.コYクリート冷者孫
N.ガスブロワ ? 0 

259 259 2号P 259 259 259 

υ 原子炉建家口/口 20 79 79 79 79 79 78 

2次補助冷却系口:/0 28 171 171 171 1 71 171 171 

交流無停電 60分電盤 70 7円 70 70 70 70 

直流無停電 70分電盤 95 95 95 95 95 95 

非 常 系 4口分電盤 90 90 90 90 9日 90 

計 1238 日 目238 。1238 。1238 日 1238 日 1237 。

(4) 第 4表 2 8パワーセンタ負荷運転状況

υ 
ヨ忌負荷冷却材 原子炉 出力 原子炉 燃料 炉内

充填時 超勤時 運転中 待期申 交換中 検査中

連続 1習 欠連続間欠連続開欠連続 i笥欠連続閥欠連続間欠

原子炉建家ロ/口 28-1 ， 

同 上 28-2 43 43 43 43 43 43 

原子炉付属建家0/028-1 57 57 57 57 57 57 

メンテナyス建家口/口 28

消火ポ Y プ用電源

建家照明用電源 7日 70 70 70 70 70 

υ 
計 11 3 57 113 57 113 57 113 57 113 57 113 57 

-4ー
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(5l 第 5表 2 Dパワーセ y タ負荷運転状況

) 

炉運 負 荷 運 転 軍軍 害者 (kVA ) 

貨荷車王モー ド
冷却材 原子炉 出 カ 原子炉 燃料 炉内

運 転 充墳時 起動時 運転中 待期中 交換中 検査中

負荷名称 頻度
連続 間欠 連続 閣欠 連続 間欠 l連続 間欠 連続 関欠 連続 間欠

主冷却機建家。/0 2D 107 1 07 107 107 1 07 107 

原子炉付属律家口/口2D-1 279 279 279 279 279 279 

同 上 2D-2 88 88 88 88 88 88 

しゃへWコyクリート冷却系
259 259 259 259 259 259 

N. ガスプロワ 2 D 

υ 原子炉建家 O/，口 2D 79 79 79 79 79 78 

2次補政伶却系口/口 28 171 171 1 71 1 71 

交流無停電 6D分電盤 7日 70 70 70 70 70 

直j流無停電 7D分電盤 95 95 95 95 95 95 

非 常 系 4D分電盤 ?口 901 90 90 ?日 ?日

計 1238 日 1238 日 1238 。1238 。1237 。

{61 第 6表 5 口パワーセ Y タ負荷運転状況

υ で¥喪47t主ベトごy 負冷却材 原子炉 出力!原子炉 燃料 炉 内

充填持 起勤時 運転中 待期中 交換中 検査中

連続 1;笥欠連続閣欠連続間欠連続問欠連続間欠連続間欠

1玖締助冷者係電磁ポYプ 75 75 75 75 75 75 

主冷却機建家口/030 3.4 10.7 3.4 10.7 3.4 10.7 3.4 10.7 3.4 10.7 3.4 10.7 

電子計算機用電源 25 25 25 25 25 25 

計 103.4 10.7 103.4 10.7 1034 1 0.7 103.4 10.7 1日3.4 1 0.7 1 03.4 10.7 

υ 

-5-
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17) 第 7表 3 8パワーセ Yター負荷運転状況

負荷運転容景 (kVA) 

冷却材 原子炉!出力 原子炉 燃料 炉 内

充填時 起勤時 運転中 待期中 交検中 検査中

1次Na純化系電様ポyプ 55 55 55 55 55 55 

オーパフロー汲tポyプ (40 ) (40) (4日) (40) (40) (40) 

原子炉建家口/口 38 11 11 11 3.3 17 11 

原子炉付属建家口ノ勺 38 52 10 52 1 0 52 10 52 1 0 52 10 52 10 

ダストモニタ分電盤 6.3 6.3 6.3 6.3 6.3 6.3 

計 11 3.3 21 113.3 21 113.3 
21jJ竺 27 113.3 21 

(8) 第 8表 3 Dパワーセ Y タ負荷運転状況

ヌ ー冷却材 原子炉 出力 原子F 燃料 炉内

充填時 超勤時 運転中 待期中 交換中 検査中

負荷名称 連続問欠連続鵠欠連続 It筒欠連続間欠連続踊欠連続間欠

1次補助冷却系電磁ポ、Jプ 75 75 75 75 75 75 

主冷却機建家口/03D 五4 10.7 3.4 10.7 3.4 10.7 3.4 10.7 玉4 10.7 3.4 10.7 

電子計算機用電源 25 25 25 25 25 25 

計 103.4110.7 1034 10.7 103.4 103.4 10.7 103.4 10.7 

注14) 1次 Na純化系電磁ポ Y プとオーパフロー汲上ボ Yプは互VC Back up して

いるのでデイーゼル発電機の容量としては 1次 Na純化系電磁ポ Y プのみを考慮

するものとする。

-6ー
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(9) 第 9表 1HC パワーセ;/!i'負荷運転状況

負 荷運転容量 (kVA) 

充填時 起動時 運転中 待期中 検査中
予言問町出力問叫

負荷名 連続問失連続間欠連続間欠連続|間欠連続間欠連続間欠 l

1次 冷 却 系ヒータ接

触 器 盤 A 

1次冷却系ヒータ接
144 144 144 144 144 144 

触 器 盤 B 

1次 冷 却 系ヒータ接

触 器 盤 F 

2次補助冷却 系 ヒ ー
声援蝕器盤

日曲 第 10:表 1HD パワーセ;/!i'負荷運転状況

負 荷運転容量 (kVA) 

充填時 起動時 i塞転中 待期中 交換中 検査中予昼間町
負荷名 連 続 問 欠 連続!間欠|連続間欠連続間欠連続|敵連続間欠

1次冷却系ヒータ接

触 器 盤 。
1次冷却系ヒ-!i'接

触 器 盤 D 

1次冷却系ヒータ接

触 器 盤 E 

注(5) 第 9表中の負荷運転容量 144kVAは 1次冷却系ヒータ接触器盤件j-(司までの

和である。

注(6) 2次補助冷却系ヒータ接触器盤の負荷運転容量は次頁の 2HC パワーセ;/!i'草子

よび 2HD パワーセ;/!i' VL含む。

-7-
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日11 第 11表 2H口パワーセ y 宇 負荷運転状況

炉運
負 荷 喜呈 転 ，全ずモ~ 量 (KVA) 

負転

ロ
モ→e 冷却材 原子炉 出 力 原子炉 燃 料 炉 内

運転 充墳時 起勤時 退転中 待期中 交換中 検査中

負荷名称頻度
連続 連続 間欠 連続 連続 連続 間欠間欠 間欠 間欠 間欠 連続

2次冷却系ヒー
456 456 456 456 456 456 

タ接触器盤 A

!l2) 第 12表 2HD パワ セy タ負荷運転状況

民乞 負 荷 運 転 F骨品噌 量 (KVA) 

冷却材 原子炉 出 カ 原子炉 燃料 炉内荷 モード

運 充填時 起動時 運転中 待期中 交換中 検査中

転頻

負荷名称 度 連続 間欠 連続 鵠欠 連続 間欠 連続 間欠 連続 伺欠

2次冷却系ヒー
タ接触器盤 B 

L 
注 (7) 弟 11表中の負荷運転容量 456KVA は 2次冷却系ヒータ接触器盤A， B lみよび 2

次補助冷却系ヒータ接触器盤の運転容量の和である。

4. 1 非常系電源系統の運転と容量算定式

高速実験炉「常陽 Jの非常系電源系統 C， DJ Sの 5系統と 1HC， 1HD，. 2HC ;j;;-よ

び 2HD の 4系統よ D構成されて加る。

各系統は常時は外部電源を受電して刷るが，外部電源喪失時はデイーゼJレ発電機陀よ b

運転される。

。#よび D系統は工学的安全施設が接続されて w る。

日系統は工学的安全施設以外の設備でプラ y トの安全を維持するのに必要な負荷が接続

されている。日系統は口辛子主び D系統の両方よ b受電でき，常時はどちらか一方から受電

して刷る。

-8-
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4.2 

1HC.1HD.2HC草子よび 2HD系統は 1次冷却系世よび 2次冷却系の Na予熱草子よび

加熱用ヒ -:flが接続されでも，...9，外部電源喪失時はNaの保温K必要注ヒータが投入される。

プラントの運転モード

5節 Uて記載した炉運転モードは次の通り定義するものとする。

(1) 冷却材充填時

空気←→ Arガス置換→ 150
0

C予熱→ :fl';/ プ:fl;/クNa充撰→系へ Na汲上げまで

(2) 原子炉起動時

加熱巳-:flVCて冷却材温度(1 5日℃→ 25 OOC)→核加熱により冷却材温度(2 5日℃→

37 OOC )→定常出力運転まで

(3) 出力転転中

原子炉入口温度 370"CVCて定常運転中

(4) 原子炉待期中

冷却材温度 25日"Cf'C保持し、原子炉待期中

(司燃料交換中

冷却材温度 25 OOC. 1次なよび 2次主冷却系流量 30掃K保持し，燃料交換中

(6) 炉内検査中

冷却材温度 150
0

CVC保持し，炉内検査中

4.3 容量算定式

4. 1 VL記載した通払外部電波、喪失時はテイーゼル発電機は単独運転されているが.

方の発電機故障の場合は一台でプラ〆卜の安全を維持するために必要な負荷へ給電する事

が必要である。

ζれらの負荷は下記のものである。

(1) 口または D系統のどちらか一系統の工学的安全施設世よび無停電電源のチャージヤ

(2) s系統のうち下記設備

(i) 電源喪失時V亡人闘が居なければならをい区域の空調

(ii) 建家の非常照明

(iiO 通信設備

制 燃料取扱い昔よび受入貯蔵設備のうち，その機能喪失が取扱い燃料の溶融の可能性の

ある設備

(ゆ その機能喪失によ b放射性物質が雰囲気 VL漏洩寸る危険性があるもの

(刈 放射線監視設備

-9ー
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(3) 1 H口. 1 H D. 2 H口和よび 2HD パワーセンタのヒータのうち Naの凍結防止のために

) 
必要なヒータ

以上より非常用デイーゼノレ発電設備の容量は次の式の通りとなる。

1 )ディーゼル発電機

PG>.l'P1口

ととで

.l'P10: 10メタクラ接続負荷の最大運転容量

Or .l'P1D (kVA) ……..……-・…一-…………①

=α〔格納容量7 レオ Y冷凍機+ -Z三♀土互之E
可20

+ 
P30+P3S 

可30 +
 

D

一
E
一

4
a

一nu

p

一H

十
一

1

nu

一"リ
H

一
1
-

P

一+
 

)
 ②

 

• • 
-

D
一

E

一
つι
一

門

U

E

一H
+一
2

門
U

一η-
H

一
内
/
=

F

一
) 

.l'P1D: 1 Dメタ クラ接続負荷の最大運転容量

=α(格納容器フレオン冷凍機+
P2D+P2S 

可2D

1コ +P.~ 1コーLτコ
+ー」旦-iEL 〉 +-1旦0'~1HD

甲3D 守1HD

D
 

H
 

2
一
D

P
一

耳

ト
一

2

0
一
守

E

一
9
4

一

P

一+
 

-・・③

α 
実動力

負荷率=一一一一一= 且? とする。
定格動力

〕

P2口:2口パワーセ ;/:f1.接続負荷の運転容量の和 (kVA) 

= ( 2ロパワーセ ;/:f1.の連続遼転負荷の和)++X ( 2 0パワーセ ;/:f1.

の間欠運転負荷の和〕

P2S: 20 " " 
P2D: 2D " 

n 

P
3口.3口 " n 

P3 s: 3 S " 
担

P3 D: 3 D n " 
P1H口:1 HO " n 

P1HD: 1HD n " 
P2H口 2H口 " 

1/ 

に) P2HD : 2HD 1/ " 
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v 

L 

) 

〆¥
¥イ

2) 

可20 2 0パワーセンタ変圧器の効率=

可2D ; 2 D 

司王。 • 3 0 

1/3D 3D 

可1H口・ 1HO 

布1HD. 1 HD 

可2HO・
2HO 

守2HD・2HD 

デイーゼル機関

P ~= =Pc::"-G_:X.:__:C_::O..:::_S ------"---------
E--0.73 55 x苛匹

11 11 

11 陪

11 11 

11 11 

" " 
" 

H 

筒 " 

中

0. 9 7 とする。

P G X 0.8 

0.7355X 0.95 
= 1. 1 5 p 

q c P S ) ・H ・H ・...…・…・…....・H ・-…・・……@

と ζ で

F E 

p o 

CO s 9': 

可任

デイーゼル機関の容量

ディーゼJレ発電機の容量

負荷力率であり0.8とする。

発電機効率であり 0. 95 とする。

--11--
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4.4 計算結果

第 1表を(号式，⑨式/i(よ b換算すると次表の通 bとなる、

不キをミ
負 荷 運 転 容 E量 (kVA) 

冷却材 原子炉 出 カ 原子F 燃 料 炉 内
充填時 起勤時 運転中 待期中 交換中 検査中

① 

(め

日9

fめ

⑤ 

(め

⑦ 

③ 

⑨ 

⑬ 

⑬ 

⑫ 

⑬ 

l⑬ l 

格納容持ブレオY冷凍機 270 270 270 27日 270 270 

2ロパワセ YタP20 1 238 1 238 1 238 1 238 1 238 1 237 

2 Sパワーセy タP
2S 1 42 1 42 1 4 2 142 1 42 1 42 

5 口パワーを， y~p 3口 1 1 0 1 1日 1 1 0 1 1日 1 1 0 1 1 0 

3 Sパワーセ y タP
3S

1 25 1 2 5 125 1 ? 5 1 31 1 25 

1 H 口パワーセY~P1HO

1 44 1 44 1 44 1 44 1 44 1 44 

1 HDパワーセY夕刊 HD

2HOパワーセyタP2HO 

456 456 456 456 456 456 

2HDノミワーセYタP2HD 

(P20+P
2S

)/0.97 せ/4¥2き
九

1 423 1 423 1 423 1 423 1 422 

(P30+P
3S 

)/0.97 " 243， 243 243 243 249 243 
¥ 

(P1HO+P1可
D)/1).97 1 4 9~ 1 49 1 49 149 1 49 149 

(P2HC+P 2HB )/1日.97 (47す 471 471 4 7 1 471 471 
、、

1: P 10 I 2363 2363 2363 2363 2368 2362 

注181 ①~③の負荷運転容量の数値は弟 1表の(連続負荷+1β 間欠負荷)の値である。

(91 ⑬は②式よ b求めた値である。却ち

1: P 1 0 = 0.9 (①+⑬+⑬) +⑬+⑬ 

第 1表草子よび第2表より 1口j タクラと 1D j タクラの運転容量は全〈同時である

ので 10メタクラの負荷運転容量につ加てのみ検討する。

上記表よ bグイ ゼJレ発電機の負荷運転容量が最大となるのは燃料交換中であ 9.

その負荷運転容量は 2368kVAである。

従って.デイーゼル発電機の定格容量は余裕を見込み 2500kVAとする。

③式よ 9，デイーゼル機関の容量 P
E

は

-12-
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υ 
PE= 1.15X 25日日 =2880PS

従って.デイーゼ Jレ機関の定格容量は余裕を見込み 3000PSとする。

5 結論

以上より非常用デイーゼノレ発電設備は下記の定格値の通担決定する。

機器名称 定、 格 値 必 要 容 量
(T玉、y

デイーゼル発電機 2，5 0 0 kVA 
ZラJ.o 立すA
量，量白書

デイーゼル機関 3， 0 0 0 PS 2.880
PS 

) 

以上

u 

) 
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28条-別紙 5-別添 2-1 

 

別添 2 

 

ディーゼル発電機による給電可能時間 

 

1. 給電可能時間の算定方法 

ディーゼル発電機による給電可能時間は、以下の式を用いて計算する。 

 Tmax＝F/(E×P) 

Tmax：給電可能時間（h） 

F：燃料貯留量（ℓ） 

E：燃料消費率（ℓ/MWh） ※ 241ℓ/MWh 

P：発電機出力(MW) 

ここで、ディーゼル発電機の燃料消費率は 241ℓ/MWh（実測値）とする。 

 

2. 燃料貯留量 

ディーゼル発電機の燃料（A重油）は、ディーゼル発電機の主貯油槽及び燃料小出槽並びにボイラ

ー設備と共用の貯油槽に貯留される。 

主貯油槽の容量は 6kℓ/基である。ただし、ここでは、保守的に主貯油槽の最大貯留量は 5kℓ/基と

する。2 基の貯油槽を保有するため、燃料貯留量は 10kℓとなる。燃料小出槽については、約 1kℓ/基

（990ℓ/基）の容量を有するが、ここでは無視するものとする。 

貯油槽の容量は 18.5kℓ/基である。ただし、ここでは、保守的に貯油槽の最大貯留量は 16kℓ/基と

する。4 基の貯油槽を保有するため、燃料貯留量は最大で 64kℓとなる。燃料貯留量が 40kℓ（4kℓ×2

基+16kℓ×2 基）を下回らないタイミングで給油する運用としており、燃料貯留量は、40kℓ～64kℓで

推移する。 

以上より、原子炉施設における燃料貯留量は、最大：74kℓ、最少：50kℓとなる。 

 

3. 発電機出力 

ディーゼル発電機は、東日本大震災時に約 1週間（2011年 3月 11日～19日）の連続運転実績を有

する。ディーゼル発電機 2基の合計平均出力は 1.685MWであった。ただし、コンクリート遮へい体冷

却系のブロワ（定格容量：0.22MW）を停止中であったことに鑑み、発電機出力は、1.905MW

（1.685MW+0.22MW）とする。 

 

4. ディーゼル発電機による給電可能時間の算定 

燃料貯留量：50～74kℓ及び発電機出力：1.905MWより、ディーゼル発電機の給電可能時間は、約 108

～約 161h（約 4.53～6.71d）である。 
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蓄電池容量の設定根拠 
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交流無停電電源系の蓄電池については、容量を 800Ah とし、非常用負荷のうち、交流無停電電源

系に接続される負荷に対して 100％の容量を有し、かつ、2 時間の放電ができるものを 2 系統の交流

無停電電源系に各 1組（合計：2組）設置する。直流無停電電源系の蓄電池については、容量を 1,800Ah

とし、非常用負荷のうち、直流無停電電源系に接続される負荷に対して 100％の容量を有し、かつ、

2時間の放電ができるものを 2系統の直流無停電電源系に各 1組（合計：2組）設置する。 

当該容量の設定根拠を別添 1（昭和 59年 1月 18日付け 58動燃（高速）088：設計及び工事の方法

の認可申請書（認可：昭和 59 年 1 月 31 日付け 59 安（原規）第 5 号）の添付資料「蓄電池容量計算

書」）に示す。交流無停電電源系の蓄電池について、容量 800Ah は、必要容量 650Ah を上回る。直流

無停電電源系の蓄電池について、容量 1,800Ahは、必要容量 1,700Ahを上回る。なお、実測値に基づ

く交流無停電電源系及び直流無停電電源系の運転可能時間は、それぞれ 7.9時間及び 7.5時間である

（別添 2参照）。 
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別添 2 

 

 

交流無停電電源系及び直流無停電電源系の運転可能時間 

 

 

1. 容量算定式 

電池工業会協会規格 SBA S0601-2014の定格放電率換算容量計算式を用いる。 

 C＝1/L ×{ K1I１＋K2(I2－I1)・・・・＋Kn(In－I(n－1) ) } 

C：定格放電率換算容量（Ah） 

L：保守率＝0.8 （経年による劣化を考慮した係数で一般的に 0.8 としている。） 

K：容量換算時間（h）（容量換算時間特性曲線から求める。） 

I：蓄電池放電電流（A） 

n：放電電流の変化順の番号 

 

2. 計算結果 

外部電源喪失後の蓄電池放電電流の変動は短時間（100秒以内）に収まるため、その間の変動は

無視し、全交流動力電源喪失時の負荷での安定した放電電流値を用いる。外部電源喪失時の交流無

停電電源系及び直流無停電電源系蓄電池の最大放電電流は第 1表に示すとおりである。 

(1) 交流無停電電源系 

交流無停電電源系における最大放電電流は、62Aである。蓄電池の容量は 800Ahであり、交流

無停電電源系に接続される負荷に対して 100％の容量を有する。C=1/L×(KI)より、容量換算時

間 Kは 10.3時間（＝L×C/I＝0.8×800/62＝10.3時間）であり、容量換算時間 10.3時間の放電

時間は容量換算時間特性曲線から 7.9時間である。 

(2) 直流無停電電源系 

直流無停電電源系における最大放電電流は、145Aである。蓄電池の容量は 1,800Ahであり、

直流無停電電源系に接続される負荷に対して 100％の容量を有する。C=1/L×(KI)より、容量換

算時間 Kは 9.9時間（＝L×C/I＝0.8×1800/145＝9.9時間）であり、容量換算時間 9.9時間の

放電時間は容量換算時間特性曲線から 7.5時間である。 
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第 1 表  外部電源喪失時の交流無停電電源系及び直流無停電電源系の最大放電電流 

 

 

【交流無停電電源系】 

交流無停電電源系負荷容量及び蓄電池放電電流 (平成 29年 4月 4日)*1 

 6C 6D 

負荷容量 121A 

(6S 系統の 87Aを含む） 

35A 

蓄電池 

放電電流 

58A 

(6S系統相当分 42A) 

20A 

 

S系統の負荷を C系統又は D系統で運転した場合の蓄電池放電電流 

 6C+6S負荷 6D＋6S負荷 最大放電電流 

蓄電池 

放電電流 

58A 62A 

 

62A 

 

 

 

【直流無停電電源系】 

直流無停電電源負荷容量及び蓄電池放電電流 (平成 29年 4月 4日)*1 

 

 

 

 

 

 

S系統の負荷を C系統又は D系統で運転した場合の蓄電池放電電流 

 7C+7S負荷 7D＋7S負荷 最大放電電流 

蓄電池 

放電電流 

145A 56A 145A 

 

＊１：外部電源喪失時の交流無停電電源系及び直流無停電電源系の負荷容量に係るデータを採取す

るため、外部電源喪失試験を実施 

 

 7C 7D 

負荷容量 120A 50A 

（7S系統の 20A含む） 

蓄電池 

放電電流 

122A 56A 

(7S系統相当分 23A) 
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